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	中長期を見据えた休眠預金の事業を活かした�社会課題の解決。
	休眠預金の1年間を振り返って、今思うこと、未来の可能性と今見えている課題 
	それぞれの登壇者の分野・領域の社会問題の解決促進のために、皆が連携して、休眠預金でできること

